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輪 文 内 容 の 要 旨

超軟Ⅹ線源 (supersoftX-raysources)は1980年代にアインシュタイン衛星により発見され,1990年代にローサット衛

星により確立した比較的新しい種類の天体である｡ 超軟Ⅹ線源は.1036-38ergs-1の光度と20-60eVの黒体温度で特徴付け

られる栢射を示す天体であり,大多数のⅩ線源がもっと-ードな (より高温の)エネルギー分布を示すのと顕著な対比をな

している｡その解釈としては,表面での (準)定常核燃焼を伴う質量降着白色壌星を含む連星系であるとする説が有力であ

る｡この天体が近年注目されているのは,この白色倭星モデルが要請する質量降着率が,安定して白色矯星の質量を増大さ

せ,最終的にはチャンドラセカールの限界質量を越え,Ia型超新星爆発に至ると期待されるからである｡Ia型超新星は,逮

方銀河の距離の指標として応用され (宇宙年齢の推定),ごく最近では,遠方のIa型超新星の観測に基づく結果として,加速

された宇宙膨張 (宇宙項の復活)が示唆されるなど,現代字苗論における極めて重要な研究対象であるOしかしながら,Ia型

超新星の起源については,白色矯星合体説もあり,確定していないoその解明の為には,観測的な研究による候補天体に関

する基礎的情報の確立が求められる0本論文は,観測的見地から,超軟Ⅹ線源の連星系の正体を解明し,Ia型超新星の起源

の解明へ寄与することを目的としている｡

申請者は,銀河系内で発見された超軟Ⅹ線源のひとっである,RXJO925.7-4758の可視域分光観測を,欧州南天天文台の

3.5-m新技術望遠鏡を用いて実施した｡スペクトルは,中性水素,及び電離ヘリウムの輝線が卓越し,Hα輝線には～2000

kmsqlのPCygni型吸収が見られるO連続光成分は,Vela分子雲による強い赤化を受けているが,赤化量としてE(B-V)

-1.94±0.17を得ているO 伴星由来の吸収線は検出されなかった.HeIIA4686及びHa輝線の視線速度変化を測定し,得ら

れた結果から連星系の軌道周期をより高い精度で決定し,また伴星の質量,軌道傾斜角,及び岸巨離に関して議論を行い,そ

れぞれの許容され得る制限範囲を求めているO軌道周期として3.72日を得,質量関数は0.77M@となるO超炊Ⅹ線源におい

て未知の部分が多い伴星についての情報を得るため,質量関数と,Ⅹ緑の観測 から推測される白色壌星の質量を利用し,距

離7kpcの仮定の下,有効な連星系の軌道傾斜角と,それに対応する伴星の素性を絞り込んでいる｡即ち,伴星由来の吸収線

が可視スペクトル中に見えないことを利用し,この条件の下で期待される伴星の編射と連星系全体の転射との光度比の上阪

を求めた｡一方,質量関数から導かれる質量-半径関係は,伴星は主系列星ではなく進化した巨星に相当することを示し,

また軌道傾斜角を仮定すると,伴星の状態を一意に決めることができる｡これら独立に見積もられる伴崖の光度を,軌道傾

斜角をパラメータとして,現実的な解を探索し,その結果,白色矯星の食が観測されていないことを採用すると,軌道傾斜

角は550 ±100の範囲にあり,伴星は,A3-F6の巨星に相当することになる.輝線のドップラートモグラフィは,低速度

成分が卓越していることを示し,このことは,見積もられた伴星の質量は下限値を与えることを示唆している｡

本論文では,更に二例の超軟Ⅹ線源RX.JOO19.8+2156及びUScoを対象とする,申請者の研究に言及し,これらを含め

た包括的な結論として,超炊Ⅹ線源がIa型超新星の起源天体の有力な候補であることを結論している｡
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論 文 辛 査 の 結 果 の 要 旨

申請論文は,Ia型超新星爆発に至ると考えられる超軟Ⅹ線源の,申請者による研究をまとめたものであり,特に,南天の

RXJO925.714758の分光観測結果に焦点をあてている｡Ia型超新星はその-様なふるまいから,宇宙での距離を測るよい指

標として利用されているが,その起源については,諸説があるo宇宙における距離指標として応用するには,たとえば,宇

宙で進行する化学組成進化により,Ia型超新星爆発がどのように変わるか (変わらないのか)を明らかにする必要がある｡

この為には,観測的にその候補星の素性を明らかにし,確定ずる作業と,理論的にIa型超新星の爆発理論の下,宇宙の各年

代でのふるまいの予想をたてることが肝要である｡ 本申請論文は,前者の観測的研究に寄与するものである｡

超軟Ⅹ線源は,近傍の大小マゼラン雲,アンドロメダ星雲では比較的多数発見されているが,我が銀河系では,銀河面の

強い星間吸収により隠されている為,ごく少数発見されているに過ぎないoしかしながら,その近距離ゆえに,比較的明る

く,観測から多くの情報を得ることができるO 申請者は,この少数の天体の内,RXJO925.7-4758を選択し,その連星系の

解析を行なったo手法としては,通常の分光観測及び解析によるが, ドップラ-トモグラフィの手法を併用し,かつ,伴星

が見えないことを積極的に利用して議論している点は高く評価できる0

以上のように,申請論文は,超軟Ⅹ線源を構成する連星系の素性を明らかにし,特に,RXJO925.7-4758の伴星が,主星

より質量の大きいA-F型巨星であることを明らかにしたことは,予想される理論的予想とも合致し,重要な東献といえるO

参考論文も申請論文に関連した天体を多く扱い,その基礎となる研究であるO よって,本申請論文は博士 (理学)の学位論

文として十分な価値があるものと認める｡ なお,主論文に報告されている研究業績を中心に,関連する分野について試問し

た結果,合格と認めた｡
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